
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

令和５年度指定管理業務に関する事業報告書（短期）

施設名 京都市菊浜老人短期入所施設

①開所日　：　24時間　365日
②利用定員　：　40名
③通常の事業の実施地域：京都市内
④施設の管理運営に関する取組
⑤短期入所生活介護及び介護予防短期入所生活介護
⑥京都市短期入所生活介護緊急利用者援護事業
⑦京都市身元不明高齢者緊急一時保護事業
　利用者が可能な限りその居宅においてその有する能力に応じ自立した日常生活を営む事がで
  きるよう、入浴・排泄・食事等の介護その他日常生活上の支援及び機能訓練を行うことによ
　り利用者の心身の機能の維持回復を図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目指す。

（１）指定管理業務（本来業務：老人短期入所施設）
① サービスの質の向上
・ 利用者、利用者家族向けのアンケートを実施した。
・ アンケート結果、改善点などを会議にて検討し、内容を公表し配布した。
・ サービス事業所へアンケートを実施し、内容を公表配布した。
・ 自施設マニュアルを改訂し、よりスムーズなサービス提供ができるように努力した。
・ 利用者の中で希望があれば、個人面談を実施した。
・ 委員会活動の実施
　（リスクマネジメント、感染症、自然災害対策、業務改善、サービス向上、虐待防止検討)
   を実施した。
・ 事業所内のマニュアルを定期的に見直し、効果的な物にした。
・ 職種別の会議、運営会議、法人内会議、法人内ブロック会議を開催し、目標に向け取り組んだ。
② 短期入所介護計画書の充実と個別ニーズの把握
・ 介護計画書を入所時毎に随時見直しを実施した。
・ 退所時は必ずカンファレンスを実施し個別ニーズ等の把握、計画に対する評価を実施した
・ 利用事前の訪問や聞き取りだけでなく、入所時や面会時に本人や介護者や家族からも聞き
 　取りを実施した。
・ 書式を変更し家族希望も含めより具体的に記入できるようにした。
③ 職員研修
・ 経験年数や、本人の希望に沿った外部研修、法人内研修に参加した。
・ 職員会議等を利用し、身体拘束や不適切なケア等の勉強会を実施した。
・ 全体会議の中で内部研修を毎回実施した。
・ 感染症予防対策のシュミレーション研修を行った。
④ 地域交流
・ 地域のイベントや会議に可能な限り積極的に参加した。
⑤ 法人内連係
・ 同センターとの定例会議において情報交換を行った。

（２）指定管理業務（企画提案業務：指定管理者が提案し、施設内で実施している業務。例：配食サー
ビス）

【職員体制】
・管理者１名　　・相談員２名　　・介護職員１６名
・看護職員２名　　・機能訓練指導員１名　　・機能訓練指導員３名
・その他職員３名　　・嘱託医師１名

再委託の実施状況（協定書に明記のない再委託業務）は、以下の通り。（例：給食調理業務）

・ご利用者の食事提供に関する給食調理業務

本会においては、本会経理規程により、100万円以上に関しては、一般競争入札に付することとし、100
万円未満の委託業務に関しては、随意契約としています。一般競争入札の場合は、市内中小企業も含め
て広く公募し、随意契約では、市内中小企業にも配慮し、見積り合わせ行っています。



 ５　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

①令和５年度実績値 ％

②令和６年度目標値 ％

①令和５年度実績値 人

②令和６年度目標値 人

ア　本来業務（老人短期入所施設）　　　　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

イ　企画提案業務1（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

ウ　企画提案業務2（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

エ　企画提案業務3（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

オ　令和５年度自主事業（○○〇　　　）に関する収支状況（単位：円）　

支出

その他

収入計 0

収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

収入計 0

介護保険収入 人件費

雑収入 支出計 0

その他

委託料収入 委託費

補助金収入 その他

人件費

利用料収入 事業費

その他

収入計 0

介護保険収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

⑴稼働率（年間実績値）

68.1

55.0

⑵年間利用延べ人数（実績値）

9,833

8,160

⑶　収支実績

介護保険収入 106,433,177 人件費 110,436,347

18,991,960

利用料収入 24,276,682 事業費 45,431,023

委託料収入 委託費

174,859,330

その他 44,248,511

補助金収入 小額修繕費

寄付金収入 その他

収入計 174,958,370

介護保険収入

収支状況 0

人件費

雑収入 支出計



　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

　ショートステイの利用者は重度化、多様化しているように思いますが、市民のニーズに応えるため、一
般・緊急ショートステイのいずれにおいても可能な限りの受け入れを行いました。高齢者虐待防止に関す
る研修や事例検討会を行い、理解を深めました。安定的な施設運営に向け、各種経費の見直しも行ってい
ます。
　次年度も引き続き「京都市長寿すこやかセンター」と連携、研修や相談事業を実施し、様々なケースに
対応できる施設としてその役割の幅を広げていきたいと考えています。当事業所の運営理念にもある「心
と心の交流ができる、身近な施設を目指します」を常に意識し、ご利用者・ご家族に必要とされる施設作
りを目指し、ボランティアや地域の方々との連携を図り、今まで以上に地域の一員として受け入れられる
よう努力し続けます。

・施設利用者アンケートの実施
【方　法】施設の設備や環境、職員の応対等について
【回答率】50.0％（配布103人、回答51人）

全体としての満足度　満足69％、やや満足23％、わからない8％
ご意見の中に
*ステイの為の着替え等の準備が要らないので家族としては満足し助かっています。
*安心して預けられるのでスタッフの皆様には感謝しています。
*廊下が広くて長いので歩行自主トレが満足するほどできる。
その他、食事の内容に対するご意見や、入浴回数等に対するご意見、施設見学などの希望等を頂いており
ます。

持続可能な運営を行っていくために感染予防対策を継続していきます。
個別の希望、要望は、可能な限り迅速に対応します。

京都市緊急ショートステイ利用援護事業として虐待や生活困難な状況の方の受け入れ、身元不明者一時保
護事業対象者の受け入れを行っています。これら以外にも京都市内最大ベッド数を誇る事業所として「緊
急ショートステイ受け入れ加算」の対象となる利用者も多く受け入れ、その責務を果たせるよう努めてい
ます。


